
宮津・天橋立景観計画（平成26年2月制定）

～ 取組状況について ～

令和6年6月

宮津市



―はじめに―

宮津市は、日本三景の一つである【 天橋立 】を有するとともに、市内には城下町のま
ち並みや社寺などの歴史的建造物が数多く点在しています。

また、街道沿いや海岸沿いの集落など地区ごとに特色のある景観が形成されており、
ほかの地域にはない魅力的な景観資源が豊富にあります。

これらの魅力的な景観資源を活かしつつ、観光振興や定住促進につなげていき、各々
のもつ空間的・歴史的な背景、先人から受け継いだ美しい景観を保全しつつ、新たに創造
していくことが重要なため、「宮津・天橋立景観計画」を策定し、景観まちづくりを進めて
きました。

計画作成から10年経った現在、どのように街なみが変化したのか、一部を紹介します。



なぜ景観？

「良好な景観」は、美しく風格のある国土の形成と潤い
のある豊かな生活環境の創造に不可欠なものであり、現
在及び将来における国民共通の資産とされています。
特に、「日本三景」である天橋立を有する宮津市とし
ては、積極的に取り組む必要があると考え、また世界遺
産登録に向けた取り組みの一環として、平成20年から景
観行政団体となり、景観形成に取り組んできたところで
す。

↑ 宮津市は100年も前から景観への高い意識があります

「景観」の取組効果の評価について、地価を指標にした
分析が一般的なものとなっています。
参考までに京都府北部6市町の地価公示を調べたところ、
価格が公示される標準地が全部で62箇所あり、これらの
推移は基本的には下落か維持です。
そうした中、文珠地区の標準地だけが、現在も8か年連
続で下落せずに推移しています。
「景観」の取組だけがその要因ではありませんが、他の
地区では見られない、地価公示の上昇の一因となってい
るのではないかと思います。
こうしたことは、引き続き検証していきたいと思いま
す。



文珠

溝尻 大垣

宮津市の
取り組み

宮津市では3つの地区で締結された「界隈景観まちづ
くり協定」について、その内容に適合した住宅等の景観
整備に対し、助成を行っています。
（文珠43件、大垣7件、溝尻9件）
また、それに合わせ、道路の美装化も行っています。
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《文珠地区》



整備前 整備後：令和6年 撮影

【文珠➀】



整備前

【文珠②】

整備後：令和6年 撮影



整備前

【文珠③】

整備後：令和6年 撮影



整備前

【文珠④】

整備後：令和6年 撮影



整備前

【文珠⑤】

整備後：令和6年 撮影



整備前

【文珠⑥】

整備後：令和6年 撮影



《大垣地区》
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【大垣➀】

【大垣②】 【大垣③】



《溝尻地区》

【溝尻➀】 【溝尻②】
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景観の維持・継承や改善・創出には、長い時間が必要であり、また、景観ま
ちづくりは、多くの人たちの自覚に基づく主体的な関与が必要です。
そのため、その推進にはひとりひとりの景観や景観まちづくりに対する取り
組みが重要になってきます。

宮津市では、引き続き、良好な景観形成に取り組むとともに、街なみ修景助
成についても、継続してまいります。
ご自宅の改修の際などに、一度、まちなみや景観についても考えていただけ
れば幸いです。


